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BIMを利用した建築施工計画業務フローの効率化に関する研究
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1．はじめに

Building Information Modeling（以下、 BIM)とは建

築設計向けの 3DCADソフトの総称である。 3DCAD

と異なる特徴は 3DCADのように形状情報を取り扱う

のではなく 3Dモデルに付随する属性情報を持つとい

う点である。主に建築の設計段階でBIMを利用した設

計図の効率的な作図に適用した例が多く報告されてい

る。一方、施工段階では、意匠、構造、設備の各モデル

の干渉を確認し、閲係者間で揺恩決定を行う等の用途

でBIMが活用されてきた 1)。本研究の目的は、建築施

工段階における BIMの活用により、従来手法と比べて

コストメリットがあるワークフローを実現することで

ある。具体的にはビジュアルプログラミング言語によ

るRevitのアドインプログラムを作成し自動モデリン

グ、自動文書作成により型枠工事の施工計画業務の効

率化を図ることである。

2.既往研究

BIM を活用した施工計画•生産管理手法の先行研究

としては、 4D工程シミュレーションやBIMの数量デ

ータを活用した構工法のコスト評価 2)がある。これら

は主に建設プロジェクトの可視化による意思決定が目

的であり業務の効率化ではない。本研究ではデータの

連携による可視化だけでなく、施工前段階でのBIMを

活用した施工計画業務の生産性向上を提案する。

3. BIMを利用した施工計画

本研究では、（1)仮設資材のモデル化の自動化、

(2)計算書の作成、（3)図面の作成を行う。図 1に

BIMを用いた施工計画の流れを示す。まず、構造設計

者が作成した構造計算結果からデータ連携を行いで構

造BIMモデルを作成する。図 1の左のフローは自動モ
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デリングに関する部分である。詳細は「4.1」に記載

する。図右のフローは、計算書の自動生成に関する部

分であり、詳細は項目 「4.2」で説明する。

to generate Concrete folDl 
(beamlslab/,vall) 

Dynamo Aut~tedMo~ling 
of Concrcatc Fonn 

＾ 

Visualize Concrcalc Form 
Take off Quantity 

BIM model with 
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図1.BIMを用いた施工計画の流れ

4. 自動モデリングと自動文書作成のプログラム概要

4. 1仮設資材（型枠と支保エ）の自動生成

コンクリート型枠部材の自動生成を行う。図 2にコ

ンクリート型枠の自動生成の手順を示す。自動モデリ

ングの手順を、柱オブジェクトを例として示す。ソリ

ッドモデルの柱に対して「Geometry.Explode」コン

ポーネントを使用し、ソリッドモデルの柱をサーフェ

ス上で分解する。「Surface.SubtractFrom」 コンポ

ーネントは柱と干渉する[Beam]、［Floor]、［Wall]オブ

ジェクトのサーフェスを減算するために使用する。

「Surface.Thicken」コンポーネントは、減算された

サーフェスにベニア板1枚分の厚さ 12mmを与える

ために使用した。 DirectShape.ByGeometryコンポー

ネントを使用して型枠を自動生成した。実際には、

［柱］、［梁］、諒］、［壁］に対して上記のフローを実行す

ることで、必要なコンクリート型枠モデルを生成し

た。図 3は、 BIMソフトウェアで［柱］、［梁］、［床］、
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［壁］部分に型枠が自動生成されたことを示している。
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図2．型枠自動生成プログラムの概要

図3.プログラムを利用した自動モデリング

4.2計画届の計算書の自動生成

労働安全衛生法88条では、建設業者が工事を開始す

るためには計画届の提出が義務付けられている。計画

届の提出書類は主に 2種類ある。「図面」と「計算書」

である。計画届の種類は、様々な工事に対応しており、

「コンクリート型枠・支保丁」、「足場」、「仮設通路」、

「掘削」などの工事が該当する。本研究では、「コンク

リート型枠・支保エ」の計画届出に必要な提出書類を

自動出力するプログラムを開発した。計画届出に必要

な図面や計算書類の作成は、法律で義務付けられてい

る業務である。そのため、施工者は作成業務を外注す

るなど、コストをかけて書類作成を行っている。自動

化によりコスト削減が期待できるため、従来方式との

比較も実施した。

4.3システムの概要

本システムは 5段階の手順で実行される。まず、検

討対象か否かを判別するプログラムがある。検討が必

要な材料を可視化するために範囲を選択する。次に計
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算の実行部分である。計算が終了すると、検討した材

料の計算シートがエクセルで出力される。最後に、計

算結果を用いて、 BIMモデルに自動的にサポートが

配置され、必要な図面も作成される。すべての計算

は、ビジュアルプログラミング言語のDynamoを使

用して実装した。

4.4効果

固4では、従来ワークフローと本手法のコストを比

較している。従来のワークフローでは、図面と計算書

の作成に合計 12時間費やした。一方、開発ツールを使

用した場合、同等のアウトプットを作成するのに要し

た時間は 3時間であった。コスト面でエ数削減の効果

が得られた。副次的な効果として、施工シミュレーシ

ョンに活用できるコンクリート型枠や支保エの BIM

モデルも作成でき型枠や支保エの BIMモデルを作成

し、施エシミュレーションに利用することができた。

5．結論

自動化プログラムを作成することで、仮設BIMモデ

ルが容易に作成できることを確認した。次に、選定し

たBIMモデルを帥提に、仮設構造計算を実施し計画届

の文書と図面の自動出力を可能とした。さらに実際に

プロジェクトに適用して施工計画業務のエ数削減効果

を検証し本プログラムの有効性を確認した。
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図4.プログラムを利用した自動モデリングの効果


